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「共生社会のための日本語教育」の実践例
本質観取とは

▶現象学（phenomeology）の原理に基づく

現象学：ドイツの哲学者、エトモント・フッサール（1859～1938）の提唱した学問領域

重要な認識論の原理。人間の認識はどのように構成されるのか、徹底的に考究。

認識の内側から一人一人異なる人間の「生」の在り方の根源に迫る学の体系

重要概念：現象学的還元、判断保留（エポケー）、本質学と事実学、間主観性

▶本質観取：現象学の原理の方法化

「ある概念の核心的な意味を、自らの経験を反省することによって、また同時に

自由な想像によって、「言葉」として取り出す言語ゲーム」（Iwauchi 2016）

わかりやすく言うと「〇〇とは何か」という命題で言語概念の本質を規定すること



言語教育における本質観取

言葉(概念)の本質(意味)を、自分の体験や内省によって取り出し、
対話によって他者と検証しあうことにより、間主観的な共通了解
を形成していこうとする試み。

価値観の異なる人々が信念対立を乗り越えてともに生きるため
（共生社会のための）日本語教育（言語教育）の実践として、

意義のある実践である



【某大学の多国籍の留学生クラス（英語学位プログラム）】
【手順】①１コマ90分、学生数10人前後、レベル：上級1，2

１．学生に現象学の原理を簡単に説明する。
（レベルに合わせた語彙および文法を使用して説明）

２．学生に共通の関心に基づくトピック(例: 恋、命、先入観など）を
学生とともに選ぶ。

※今までの日本語の学習を振り返り、学習した抽象語彙の中か
ら、自分の関心のある語彙や、理解が不十分だと自分が感じ
る語彙を学生から挙げさせる。（トピック選びは前回の授業で選んで
おくといい）

３．クラスを３人～４人のグループに分ける。
※全体で、２～４ぐらいのグループができるとやりやすい。



【手順②】
４．グループごとに、選んだ語の「意味」を定義する。

その際、与えられた知識としての「意味」を一旦
判断保留(エポケー)し、自分の経験を振り返ると
ころから言語化する。

例→「先入観」学生たちは、日本で自分たちが外国人
として体験した日本人からの「先入観」で捉えられ
た体験を話し始めた。また、自分が人や物事について抱い
た「先入観」について話した学生もいた。グループで20
分ほど話し合い、そのグループでのその言葉の定義を一文

でまとめる。



【手順③】

５．全体で各グループの語の定義をシェアする。

グループの代表者を決め、なぜその定義に

至ったか、説明する。

グループの代表者以外の者は、後から補足の説明をする。

６．複数のグループの定義を教師が板書し、最後にクラス全

体で話し合いを重ね、もっともクラス全員の共通の了解

を得る解を考える。



実践例：某大学の英語学位プログラムの日本語コース
上級１および２
（2019年10月～11月）

トピック「恋」

「本質観取」の４つの観点
１）本質定義：「恋」の本質を短く言い表す。

２）近接（類似）概念との違い：「愛」や「友情」
とはどう違うのか？

３）本質的特徴とは：その特徴がなければ「恋」と
呼べない性質とは何か

４）発生的本質：自分の「成長」の中で「恋」の
体験を考える。
初めて恋をしたのは、いつ？



1０人のクラスだった
ので、５名ずつ、２グ
ループに分かれた。

１グループに１つホワイ
トボードがあるといい。

書記役の学生、議論を
仕切る（MC）役割の
学生、グループの議論
を報告する役の学生、
など、役割を学生同士
で決めてもらうとよい。

【「恋」の本質観取】



「恋」の本質観取

もう一つのグループ



「恋」の本質観取：例

「恋は愛とちがって、
ロマンチックで、そ
の人がいないとさみしく
なって、その人のわるい
点をゆるせるし、
その人のおかげで毎日が
んばれる。」

日本語の語彙が出てこな
い時は英語やその他の言
語で。学生は母語、英語、
日本語を行ったり来たり
しながら、お互いにヘル
プしあう。

私（教師）は２つのディ
スカッションを行き来し
ながら、学生の言いたい
ことを補う日本語の語彙
をアドバイスする。



日本語や英語、その他の言語を
往還しながら、複言語空間で「恋」
の本質に迫る！



例２：「先入観」板書例
上級２．９人。３人×３グループ



オンライン授業でも実践可能
• 2020年4月～前任校ではすべての授業が

全面オンライン化

• 上級１、２のクラスで引き続き「本質観取」の活動を行う。

• コンセプト、手順はほぼ同じ。ZOOMのブレイクアウトセッションを

利用し、学生をグループに分けて本質観取を実施。

• あつかったトピックは

「夢」「家族」など

対面授業と比べてー

・ブレイクアウトセッションでの話し合いの可視化がしにくい

・最後のクラス内共有の話し合いの板書がしにくい

（議論が十分に可視化できなかったー教師の力量不足）



まとめ：本質観取の意義
▶一つの日本語の語の意味を徹底的に自分の体験を内省して言語化し、

その過程で自分の母語その他の言語を参照したりしながら、クラス内の他の

学習者にとってのその語の「意味」も参照して、その概念の本質について、理解を深める。

日本語の授業のみならず、多様な言語教育の授業で実践可能。

複言語教育の実践として、本質観取の活動は有効

▶対話に参加した者同士の人間理解も深める。

→ 言語の意味本質への徹底した考察と同時に、言語の使い手同士の

深い次元での相互理解への道が開かれる

価値観の異なる人々が信念対立を乗り越えて「共に生きる」ための日本語

教育（言語教育）の実践として、意義のある実践である



本質観取の言語教育における意義

異なる言語文化背景を持つ人々が日本語、その他の言語で対話

しつつ、内省によって自分の「思い込み」をいったんエポケーす

ることによって認識の違いを乗り越え、お互いが納得できる意味

了解（普遍認識）に至る。みんな違うけれど、何かしら共通普遍

に妥当だ、と思える概念は作り得る。→共に生きる社会のルール

を創り出すことの可能性。例：「正義」の本質観取

自由の相互承認の精神に基づく、共通了解の成立を目指す言語教育

共生社会のための言語教育/日本語教育



パネル発表①「共生社会のための日本語教育」

以上で、本パネルの発表を終わります。

①細川英雄「目的論の不在を乗り越えるための共生社会とWell-being」

②金泰明「共生社会と二つの人権原理」

③杉本篤史「日本語教育と言語権」

④稲垣みどり「日本語教育における「本質観取」の実践について」

日本語教育は、言語教育は、いったい何を目指すべきか。

「共生社会」の社会構想の枠組みの中で、これからのあるべき

日本語教育の輪郭を描いた。今後一層、「社会構想としての日本語教

育」の地図、それを支える思想的な価値理念、哲学が必要となる。



本パネルをご視聴いただきまして、

ありがとうございました！


